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1，研 究の 背景 と問題の 所在

　
コ ミ ュ ニ ケー

シ ョ ン を 目的 とした現代の 日本の 英語教育におい て 、 語 彙力 の 重要性 は ま

す ます高 ま っ て きて い る 。 しか し、各 学習段階で どの 程度の 語 彙項 目を導入 すれ ば よ い か

とい う議論 は不 十分なま ま で ある 。 文部省の 学習指 導要領に お い て は 、 最低限必要 な語 と、
導入 可能な語数 の 目安が 示 されて い るが 、各教科書の 語彙は大 き く異な っ て い る 。 同様 に、

数あ る学習英和辞典にお い て も、重要語の ラン ク付 けに は 大きな隔 た りが見 られ る 。

　こ り した状況 は 、英語基本語彙の 選 定基準 が 明確で ない こ とに起 因す ると思 われ る 。 こ

れ まで に 日本で 選 定 ・発 表 された語彙 リス トの 多 くは、大 まかに 「頻 廚 を 目安 と しな が

らも、選定者の 経験や主観、あるい はそれ以前の 語彙 リス トを参考 に して 、 語 を選 定 して

い る 。 結果的に 、含まれ る語彙項 目の 多くは 頻度 の 高い 語 で あ るが 、 頻度の 低い 語 が含ま

れ る場合 も少 な くない
。 しか し、低 頻度 語の 選定理 由を明確 に示 し た語彙 リス トは少 ない 。

　選定の 基準が 曖昧で あ る点は 、基 本語彙 リス トの 評価が 定ま らな い 要因に もな っ て い る。
あ る語彙リス トに対 し 、

「必 要 な語 が含 まれ て い ない 」あ る い は 厂不用 な語が含まれ て い る 」

とい っ た主観的な批判を繰 り返 して い て も、語彙選定 の 問題 は解決 しな い 、、今求 め られ て

い るの は、客観的に 語の 重要度を示す指標で ある。 とこ ろが これ まで に確 立 された客観的
な指標 は、唯

一 「頻度」 の みで ある。 しか し、頻度が 万 能の もの で ない とい う点 も、こ れ

まで の 研 究で 明 らか に され て い る p

2 ．研 究の 目的

　本研 究の 目的は 、複数の 英語 基本 語彙 リス トを客観的に 評価する ため の 「操作的 な指標 」

を作成 し、それ に基 づ く語彙 リス トの 評価 を行 うこ とで ある L，

3 ．研 究の 方 法

　（1 ）分析対象 とす る基 本語彙 リス ト （高校生 、大学生 を対象 と した以 下 の リス ト）
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（2 ）語 彙 リ ス トを分析 す る指標 と して 、馬本 （2000）にお い て 示 され た 「頻度」 と

　　　「定義可能度」 を 用い る

＊ それ ぞれ の 数 値 を 求め ろ 基礎デ
ー．一

タ

　　頻 度 ：　 ブラ ウン コ
ー一パ ス に お け る語の 頻度（Franeig．　and 　Ku6era　1982）

　　定義可 能 唆 ：　 OEDS
’

‘CD −ROM （1994）にお け る Dρfmitiし）n　Search の 結果

（3 ＞ E記分析 び）結果 をひ とつ の グラ フ 上に 示 し、それ ぞれ の 語彙 リス トの 客観的 な

　　 評 価を試み る 、

4 ．結果 と考察

　各語彙 リス トの 評価に 関す る 具体的なデータ は 、会場に おい て配布す るハ ン ドア ウ トに

掲載す る．．

　分析 結果を もと に 、語 彙 リス ト評価 の 「指標 1 の 妥 当性 を検討す る とともに 、高校生 、

大 学生 を対象 と した基本語彙 リ ス トの あ り方を議論 して い きたい ．
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